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子
ど
も
た
ち
の

　
　
未
来
の
た
め
に

　

あ
す
の
え
び
の
市
の
発
展
を
担
う
の
は
、

子
ど
も
た
ち
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
か
け

が
え
の
な
い
地
域
の
宝
で
す
。
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
が
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
挑
戦

す
る
こ
と
に
よ
り
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
い

け
る
よ
う
な
社
会
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　
「
子
ど
も
の
貧
困
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
子
ど
も
の
貧
困
と

は
、
子
ど
も
が
経
済
的
困
窮
と
社
会
生
活
に

必
要
な
物
の
欠
乏
状
態
に
置
か
れ
、
発
達
段

階
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
が
奪
わ
れ
た

結
果
、
人
生
全
体
に
影
響
を
も
た
ら
す
ほ
ど

の
深
刻
な
不
利
を
負
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
指

し
ま
す
。
今
わ
が
国
で
は
、
7
人
に
1
人
の

子
ど
も
が
こ
の
よ
う
な
貧
困
状
態
に
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

2
つ
の
貧
困

　

貧
困
に
は
絶
対
的
貧
困
と
相
対
的
貧
困
の

2
種
類
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
絶
対

的
貧
困
と
は
、
着
る
も
の
が
な
い
、
食
べ
る

も
の
が
な
い
、
住
む
場
所
が
な
い
と
い
っ

た
、
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
最

低
限
の
衣
食
住
を
欠
い
て
い
る
状
態
を
い
い

ま
す
。
ま
た
、
相
対
的
貧
困
と
は
、
平
均
的

な
所
得
の
半
分
に
満
た
な
い
家
庭
状
況
で
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
が
止
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
り
、
保
険
料
や
医
療
費
が
払
え
ず
病
院
に

行
け
な
か
っ
た
り
、
家
計
を
支
え
る
た
め
進

学
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
り
す
る
な

ど
、
経
済
的
困
窮
を
背
景
に
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
不
利
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。
子
ど
も
の
貧
困
は
、
こ
の
よ
う
な

相
対
的
貧
困
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

貧
困
へ
の
対
策

　

国
に
お
い
て
は
、「
子
ど
も
の
貧
困
対
策

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成
25
年
6
月

に
成
立
し
、
5
年
経
過
し
た
令
和
元
年
9
月

7
日
に
新
た
な
取
り
組
み
が
盛
り
込
ま
れ
た

改
正
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
県
で
も
平
成

28
年
3
月
に
「
宮
崎
県
子
ど
も
の
貧
困
対
策

推
進
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
現
在
、
改
正
法

に
基
づ
く
新
た
な
計
画
を
策
定
中
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
は
、
家

庭
の
責
任
を
過
度
に
重
く
見
る
考
え
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
は
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
を

社
会
全
体
で
捉
え
、
子
ど
も
の
将
来
が
そ
の

生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
貧
困
が
世
代
を

超
え
て
連
鎖
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
必
要

な
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

貧
困
対
策
推
進
計
画
を
策
定

　

市
で
は
、
平
成
29
年
3
月
に
え
び
の
市
子

ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

特
に
計
画
で
は
「
市
民
参
画
と
協
働
」
を

基
本
に
掲
げ
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
支
援
体
制
の
点
検
・
助
言
等
を
行
う
協
議

会
の
設
置

　

行
政
や
教
育
機
関
、
地
域
、
企
業
、
市
民

団
体
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
等
で
構
成
す

る「
え
び
の
市
子
ど
も
の
未
来
応
援
協
議
会
」

を
平
成
29
年
7
月
に
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
7

回
の
会
議
を
重
ね
、
支
援
の
拡
充
や
対
策
に

向
け
た
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
協
働
に
よ
る
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
「
カ
レ
ー
の
日
」
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
「
食
の
体
験
」
活
動
と
連
携

し
、
そ
の
運
営
の
支
援
を
行
う
各
種
団
体
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

　

平
成
29
年
度
に
子
ど
も
自
立
支
援
員
2
人

を
配
置
し
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
役

と
し
て
、
地
域
の
現
状
の
把
握
や
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
対
象
者
を
関
係
機
関
に
つ
な

ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学

生
の
生
活
の
実
態
や
保
護
者
の
思
い
な
ど
を

詳
し
く
把
握
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
支
援
対
策
の
参
考
と
し
て
い
ま

す
。

○
市
民
参
加
・
協
働
に
よ
る
支
援

　

真
幸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
「
寺
子
屋
ラ

ン
チ
」
の
立
ち
上
げ
に
協
力
し
、
先
進
地
視

察
や
備
品
購
入
等
に
係
る
市
補
助
金
交
付
要

綱
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
子
育
て
世

代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
学
生
服
の
リ
ユ
ー
ス
事
業
に
取
り
組

む
た
め
、
実
施
要
綱
を
策
定
し
、
平
成
30
年

10
月
か
ら
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
事

業
に
は
、
市
民
を
は
じ
め
市
内
の
事
業
所
、

企
業
等
の
協
力
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
の
貧
困
に
関
す
る
周
知
・
啓
発

　

平
成
29
年
度
に
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進

計
画
の
概
要
版
を
作
成
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
研
修
会
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
と
平
成
30
年
度
に
、

宮
崎
大
学
、南
九
州
大
学
か
ら
講
師
を
招
き
、

市
民
を
対
象
に
し
た
「
え
び
の
市
子
ど
も
の

未
来
応
援
研
修
会
」
を
開
催
し
、
約
３
０
０

人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
出
前
講
座
で

は
、「
子
ど
も
の
貧
困
の
状
況
や
市
の
貧
困

対
策
推
進
計
画
」
に
つ
い
て
啓
発
し
て
い
ま

す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
お
け
る
基
本
理
念

す
べ
て
の
子
ど
も
の
夢
と
希
望
を
実
現
す
る
ま
ち
づ
く
り

～
市
民
参
画
・
協
働
に
よ
る
推
進
～

基
本
方
針
1
　
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
づ
く
り

（
1
）
支
援
体
制
の
点
検
・
助
言
等
を
行
う
協
議
会
の
設
置

（
2
）
協
働
に
よ
る
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

（
3
）
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

（
4
）
市
民
参
加
・
協
働
に
よ
る
支
援

（
5
）
子
ど
も
の
貧
困
に
関
す
る
周
知
・
啓
発

基
本
方
針
2
　
健
康
・
生
活
へ
の
支
援

（
1
）
保
護
者
の
健
康
・
生
活
へ
の
支
援

（
2
）
子
ど
も
の
健
康
・
生
活
へ
の
支
援

基
本
方
針
3
　
子
ど
も
の
育
ち
、
学
び
へ
の
支
援

（
1
）
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
の
育
ち
、
成
長
の
支
援

（
2
）
学
校
教
育
に
お
け
る
学
び
、
成
長
の
支
援

（
3
）
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進
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子
ど
も
を
支
え
る
活
動

　

す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
成
さ
れ

る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
「
市
民
参
加
・
協

働
」
で
、
次
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
学
生
服
の
リ
ユ
ー
ス
事
業

　

市
で
は
、
子
育
て
支
援
を
目
的
に
市
内
の

中
学
、
管
内
の
高
校
を
対
象
と
し
た
制
服
の

リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
卒
業
す
る
な
ど
し
て
家
庭
か

ら
不
要
に
な
っ
た
制
服
を
集
め
て
、
希
望
者

に
無
償
で
配
布
す
る
も
の
で
す
。

　

市
内
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、「
制
服
代
が
高
く
負
担
に
な
っ
て
い

る
。
再
利
用
で
き
る
制
服
が
あ
れ
ば
使
用
し

た
い
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
開
始

し
ま
し
た
。
約
３
５
０
着
が
集
ま
り
、
約

１
０
０
着
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
提
供
し
て
も
ら
う
も
の
】

・
飯
野
、
上
江
、
加
久
藤
、
真
幸
中
学
校
の

制
服
（
夏
・
冬
）

・
飯
野
、
小
林
、
小
林
秀
峰
、
小
林
西
高
校

の
制
服
（
夏
・
冬
）

【
提
供
対
象
者
】
市
内
に
在
住
の
人
、
市
外

に
在
住
で
飯
野
高
校
へ
進
学
ま
た
は
在
学
中

の
人

○
子
ど
も
食
堂

　

地
域
の
子
ど
も
の
見
守
り
、
居
場
所
づ
く

り
、
世
代
間
交
流
等
を
目
的
に
、
子
ど
も
食

堂
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
行
っ
て
い
る
団
体
へ

の
寄
付
な
ど
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

調
理
や
遊
び
の
準
備
、
催
し
物
等
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ

ん
な
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
食
堂
で
は
、
昼
食
の
提
供
だ
け
で

な
く
、
ボ
ー
リ
ン
グ
や
輪
投
げ
な
ど
の
遊
び

や
手
品
の
披
露
、
紙
芝
居
、
読
み
聞
か
せ
も

行
っ
て
い
ま
す
。

【
真
幸
地
区
】「
寺
子
屋
ラ
ン
チ
」

主
催
：
真
幸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

開
催
日
：
毎
月
第
3
土
曜
日

【
飯
野
・
上
江
・
加
久
藤
地
区
】「
カ
レ
ー
の
日
」

主
催
：
え
び
の
市
社
会
福
祉
協
議
会

開
催
日
：
各
地
区
3
カ
月
に
1
回

　

令
和
2
年
度
か
ら
飯
野
地
区
は
、
飯
野
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
が
行
う
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

子
ど
も
の
未
来
の
た
め
に

　

子
ど
も
た
ち
は
経
済
的
な
要
因
だ
け
で
な

く
、
家
庭
に
お
け
る
教
育
力
や
地
域
社
会
の

見
守
り
機
能
の
低
下
な
ど
を
背
景
に
、
本
人

の
努
力
の
及
ば
な
い
中
で
、
そ
の
将
来
が
閉

ざ
さ
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、行
政
・

家
庭
・
関
係
団
体
・
地
域
等
が
相
互
に
連
携

し
て
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
社
会
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
市
福
祉
事
務
所 

子
育
て
支
援
係

☎
35
‐
３
７
３
８
（
直
通
）

①

②

③

④

⑤

⑦

⑥

⑧

⑨⑩

⑪

①加久藤地区：サラダの盛り付け②飯野地区：カレーのあ

く取り③真幸地区：弁当箱に料理を盛り付け④上江地区：

カレーの下ごしらえをする⑤～⑧各地区の子ども食堂で子

どもたちが食事をする様子⑨手品を楽しむ子どもたち⑩真

剣に読み聞かせを聞く子どもたち⑪輪投げで遊ぶ子どもた

ち
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つくってみよう！マイナンバーカード

①スマートフォンで顔写真を撮影
②スマートフォンで交付申請書のQRコード
を読み取る
③申請用WEB サイトでメールアドレスを登
録

■スマートフォン

④申請者専用WEB
サイトの URL が届
いたら顔写真を登
録、必要事項を入
力して申請完了

■申請方法は簡単です

■マイナンバーカード
　　　でマイナポイントがもらえる

利用までの流れ

　マイナンバーカードは、マイナンバー（個人番号）と本人の顔写真等が表
示されたカードです。公的な身分証明書として利用できます。
　通知カードとともに送付された個人番号カード交付申請書で申請すると、
マイナンバーカードの交付を受けることができます。初回交付手数料は無料
です。
　なお、交付申請書をなくした場合には再発行しますので、本人確認書類を
持って市民環境課へお越しください。

2020 年度
実施予定

①マイナンバーカー
ドを【取得】

お持ちでない人は今
すぐ申請を！

■マイナンバーカード申請のお手伝いをします

　マイナンバーカードを取得し、マイキー ID を設定の上、「○○ペイ」な
どの民間キャッシュレス決済サービスを利用して、一定額の前払い等をし
た人に対して国が「マイナポイント」を付与します。

交付申請書に必要事項を記入し、6カ月以内に
撮影した顔写真を貼り付けて郵送し、申請完
了

■郵便

①カメラで顔写真を撮影
②申請用WEB サイトでメールアドレスを登録
③申請者専用WEB サイトの URL が届いたら、
顔写真を登録、必要事項を入力して申請完了

■パソコン

②マイキー IDの
【設定】

設定は、対応してい
るスマートフォンで
可能です。市観光商
工課に設置している
端末でも設定が可能
です。

③決済サービスの
【選択】

マイナポイントを使
う決済サービスを、
QRコード決済や IC
カード等から、1つ
選択

④マイナポイントを
【取得】

選択した決済サービ
ス（○○ペイなど）
のポイントとしてマ
イナポイントを取得

⑤マイナポイントを
【利用】

取得したマイナポイ
ントはいつものお買
い物で利用可能

�市税務課 市民税係　☎35-3734（直通）

税

軽自動車の廃車・変更手続きは3月31日までに

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4

月
1
日
現
在
で
、
宮
崎
運
輸

支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
軽

自
動
車
や
１
２
６
㏄
以
上
の

バ
イ
ク
の
所
有
者
、
市
町
村

で
登
録
さ
れ
て
い
る
バ
イ
ク

（
１
２
５
㏄
以
下
）や
小
型
特

殊
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

4
月
1
日
に
所
有
者（
使

用
者
）で
あ
れ
ば
、
4
月
2

日
以
降
に
売
却
し
た
り
、
廃

車
し
た
り
し
て
も
、
そ
の
年

度
分
は
納
税
義
務
者
と
な
り

ま
す
。
逆
に
4
月
2
日
以
降

に
軽
自
動
車
等
を
取
得
し
て

も
、
そ
の
年
度
は
納
税
義
務

者
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

所
有
者（
使
用
者
）で
あ
る

か
ど
う
か
は
、
4
月
1
日
現

在
の
運
輸
支
局
や
え
び
の
市

で
の
登
録
状
況
に
よ
り
判
断

し
ま
す
。

【
軽
自
動
車
等
を
下
取
り
に

出
し
た
り
、
他
人
に
譲
渡
し

た
り
し
た
場
合
は
名
義
変
更

の
手
続
き
を
】

　

車
検
切
れ
で
乗
ら
な
く

な
っ
た
り
、
事
故
等
に
よ
り

使
用
不
能
に
な
っ
た
り
し
た

場
合
は
、
登
録
抹
消（
廃
車
）

の
手
続
き
を
3
月
31
日
ま
で

◎軽自動車税に関する手続き場所
軽自動車の種類 手続き場所 必要なもの

原動機付自転車（125㏄以下の原付バイク）
小型特殊自動車（農耕用トラクターなど）

市税務課市民税係
☎ 35-3734
または、飯野・真幸出張所

所有者の印鑑、ナンバープレート
※名義変更の場合は、前の所有者の印鑑も必要
になります。名義変更だけの場合は、ナンバー
プレートはいりません。

軽自動車四輪乗用（軽乗用車等）
軽自動車四輪貨物（軽トラック・軽バン等）
軽自動車三輪

軽自動車検査協会宮崎事務所
宮崎市大字本郷北方 2729-4
☎ 050-3816-1760

詳しくは、軽自動車検査協会宮崎事務所へお問
い合わせください。

二輪の小型自動車（250㏄を超えるもの）
軽自動車二輪（250㏄以下）

宮崎運輸支局
宮崎市大字本郷北方鵜戸尾 2735-3
☎ 050-5540-2088

詳しくは、宮崎運輸支局へお問い合わせくださ
い。

に
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、

警
察
の
届
け
出
と
は
別
に
市

税
務
課
に
も
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
登
録
が
そ
の
ま
ま
で

あ
る
と
、
実
際
に
使
用
さ
れ

て
い
な
く
て
も
、
軽
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

住
所
が
変
わ
っ
た
人
も
、

車
検
証
等
に
登
録
さ
れ
て
い

る
住
所
の
変
更
の
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
名
義
変

更
や
登
録
抹
消（
廃
車
）、
住

所
変
更
の
手
続
き
を
自
動
車

販
売
店
な
ど
の
第
三
者
に
依

頼
し
た
場
合
は
、
必
ず
手
続

き
が
完
了
し
た
か
ど
う
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

の
軽
自
動
車
売
買
取
引
等

で
、
依
頼
し
た
つ
も
り
で

も
、
依
頼
先（
代
行
先
）が
手

続
き
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た

り
遅
れ
た
り
し
て
、
手
続
き

が
4
月
1
日
に
間
に
合
わ
ず

課
税
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
廃
車
手
続
き
が
完
了

し
て
い
る
か
、
必
ず
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。

【
農
耕
作
業
用
車
両
も
標
識

交
付
の
申
請
が
必
要
で
す
】

　

え
び
の
市
税
条
例
第
91
条

（
原
動
機
付
自
転
車
及
び
小

型
特
殊
自
動
車
の
標
識
の
交

付
等
）に
よ
り
、「
新
た
に
原

動
機
付
自
転
車
又
は
小
型
特

殊
自
動
車
に
係
る
軽
自
動
車

等
の
所
有
者
等
と
な
っ
た
者

は
、
市
長
に
対
し
、
標
識
交

付
申
請
書
を
提
出
し
、か
つ
、

車
体
に
取
り
付
け
る
べ
き
標

識
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

小
型
特
殊
自
動
車
の
中

に
、
農
耕
作
業
用
車
両
も
該

当
し
ま
す
。
農
耕
作
業
用
車

両
の
中
に
は
、
標
識
を
取
り

付
け
る
箇
所
の
な
い
車
両
も

あ
る
よ
う
で
す
が
、
え
び
の

市
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
購

入
し
た
際
は
、
市
道
の
走
行

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
標
識

交
付
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

標
識
交
付
の
申
請
の
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
①
所
有
者

の
印
鑑
②
車
台
番
号
が
わ
か

る
も
の（
販
売
証
明
書
な
ど
）

を
登
録
時
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
譲
り
受
け
で
新
規
登

録
す
る
人
は
、
譲
り
渡
し
の

人
の
印
鑑
も
必
要
で
す
。

※軽自動車や二輪の小型自動車の手続きは、お近くの自動車整備工場にご相談ください

　市では、マイナンバーカードの交付申請書の書き方の説明や写真撮影を行うなど、申請の補助を行っています。市民環
境課市民・年金係に電話でご予約のうえ、お越しください。
【持参するもの】通知カードと一緒に送付された交付申請書（お持ちの場合）と運転免許証などの本人確認書類
�問市民環境課�市民・年金係　☎ 35-1117（直通）
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1年間の活動を総括

飯野高校グローカル発表会

　市文化センターで「グローカル学習成果発表
会」が行われました。これは、飯野高校生が地
域での1年間の活動を通して地域の課題を探求
してきた成果を発表するもので、地域貢献、地
域探求、地域支援活動について発表が行われま
した。
　同会実行委員長の江島翔

かける

さんは「仲間が助け
てくれて良い発表会ができました。これからも
続けていってほしいです」と話していました。

1/10

安全・安心なえびの市を目指す

新春地域・交通安全のつどい

　市文化センターで「新春地域・交通安全のつ
どい」が行われました。つどいには、市内の
29 団体、約 120 人が参加し、長年地域の防犯
や交通安全に寄与した個人や団体へ感謝状など
が贈られました。また、警察署から昨年は軽犯
罪は減少しているが、交通死亡事故が 2件発
生したことの報告がありました。
　つどいの最後には、一つでも犯罪と事故を減
らそうとがんばろう三唱が行われました。

1/8

新春に20校がえびのに集う

市長旗争奪高校女子バレーボール大会

　市民・駅前地区・飯野高校体育館で「第 10
回市長旗争奪高校女子バレーボール大会」が行
われました。
　大会には、宮崎県・鹿児島県から 20 校が出
場し、2日間にわたって優勝目指して白熱した
試合を行っていました。
　また、開会式では、第 10 回を記念して、市
長から記念品が各校に渡されました。

1/11
・12

声援を受けたすきをつなぐ

市町村対抗駅伝競走大会

　宮崎市で「第 10 回宮崎県市町村対抗駅伝大
会」が行われました。今大会から中学生女子
の区間が新しく加わり、宮崎県庁をスタート ･
ゴールとする 12 区間 39.2㎞をたすきでつない
で走りました。県内全 26 市町村から 44 チー
ムが出場しました。
　えびの市は 2 時間 17 分 59 秒で市郡の部�9
チーム中 8位、全体で 24 位でした。沿道では
多くの人が選手たちへ声援を送っていました。

1/13

地域社会福祉推進に尽力

全国社会福祉大会厚生労働大臣表彰

　えびの市民生委員児童委員協議会の委員9人
が、11 月に行われた「全国社会福祉大会」で
厚生労働大臣表彰を受けたことを市長に報告し
ました。同大会は毎年行われているもので、今
年は 39 団体が優良活動団体として表彰されま
した。えびの市が選ばれたのは初めてです。
　同会会長の上野憲昭さんは「今後も委員みん
なで同じ目標に向かって頑張っていきたいと思
います」と話していました。

1/10

自分たちの未来のために

令和2年わけもんの主張西諸大会

　飯野地区コミュニティセンターで「令和 2年
わけもんの主張西諸大会」が行われました。大
会には、えびの市代表として飯野高校 1年生
の今里尽さんが参加しました。今里さんは、「変
化する社会を生き抜くために今思うこと」と題
し、「日々変化する世の中を生きていくために
主権者である自分たちが未来をつくっていかな
ければいけません」と発表しました。今里さん
は優秀賞に選ばれ、県大会に出場しました。

1/11

伝統を継承する

五日市メノモチづくり

　五日市自治公民館で「メノモチづくり」が行
われました。メノモチとは、丸餅や紅餅をさい
の目に切ったものを榎の枝にさしたものです。
これを、かまどやもみ俵、墓などに飾ります。
　地区の高齢者クラブと子どもたちの世代間交
流事業として行われているもので、約 40 人が
参加しました。
　高齢者クラブの指導の下、子どもたちは白、
赤、緑の餅を榎の枝にさしていました。

1/13

地域の安全・安心を守る

令和2年えびの市消防出初式

　湯田橋下流河川敷で「令和 2年えびの市消
防出初式」が行われました。式には、消防団員
や消防署員など約 250 人が参加しました。
　式では、規律正しい分列行進や通常点検、長
年にわたり消防活動に精励した消防団員の表彰
が行われました。
　また、飯野高等学校・飯野中学校・加久藤中
学校の吹奏楽部が、式典中のラッパ吹奏の協力
とアトラクション演奏を行いました。

1/12
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気軽にご使用ください

白鳥温泉上湯・下湯に寄贈

　白鳥温泉上湯と下湯にピアノやソファ、ハン
モックが寄贈されています。ピアノとソファは
九州�きりしま�えびの�地方創生特命大使の藤山
邦子氏、ハンモックは海洋冒険家の中里尚

ひさお

雄氏
が寄贈しました。
　藤山氏は「地域の交流・活性化につながれば
という思いで寄贈しました。ピアノやソファは、
幅広く皆さんにお使いいただければうれしいで
す」と話していました。

1/18

えびのの未来を考える

えびのまちづくりカフェ

　飯野高校で「えびのまちづくりカフェ」が行
われました。講師に田坂逸

いつお

朗氏を招いて、ワー
ルドカフェ方式で行われ、今年 12 月 1 日に市
制施行 50 周年を迎えることから「わたしの未
来、えびのの未来」というテーマで語り合いま
した。高校生からは「えびのの米を使った化
粧品等を作りたい」「釣りやカヌーなどのえび
のならではのスポーツ大会（e- スポーツ大会）
を開催する」などの意見が出ていました。

1/17

野球の楽しさを知る

キャッチボールキャラバン

　加久藤小学校で福岡ソフトバンクホークス
OBによるキャッチボールキャラバンが行われ
ました。これは、ホークスOB講師が、児童と
一緒にキャッチボールなどの講習・実技を行い、
野球や屋外で仲間と一緒に体を動かす楽しさを
体験してもらおうと行っているものです。講師
として、塚田正

まさよし

義氏と河
こうの

野大樹氏が訪れ、同小
学 2年生 30 人が参加しました。試合では、プ
レーのたびに歓声が上がっていました。

1/30

全国大会出場を狙う

加久藤中学校テニス九州大会出場報告

　加久藤中学校男子生徒 4人が市長を訪問し、
第 6回九州中学校選抜テニス大会に出場する
ことを報告しました。同大会は 2月 2 日、熊
本市で開催され、全国選抜中学校テニス大会九
州代表選考大会にもなっています。
　1月 12 日に行われた宮崎県新人中学生テニ
ス選手権大会の男子団体で優勝し出場権を獲得
しました。生徒たちは「九州で 1位になって、
全国大会に行きたいです」と抱負を述べました。

1/29

声援を受けて激走

第74回南九州駅伝競走大会

　「第 74 回南九州駅伝競走大会」が行われま
した。真幸地区体育館前をスタートし、都城市
立美術館前をゴールとする 7区間 61.3kmで行
われ、45 チームが健脚を競いました。
　えびの市からは、自衛隊を中心に構成された
「自衛隊のまちえびの」チームが出場し、結果
は 3時間 42 分 26 秒で 37 位でした。
　沿道からは、多くの市民の皆さんの熱い声援
が送られていました。

2/2

ローカル線は地域の広告塔

吉都線シンポジウム

　小林市文化会館で吉都線シンポジウムが行わ
れました。これは JR 吉都線利用促進協議会が、
ローカル線の利用促進を通じた地域振興を沿線
地域住民や関係機関と共有するために行ったも
のです。
　シンポジウムでは、いすみ鉄道前社長鳥塚亮
氏の講演「ローカル線から地域を元気にする方
法」と「JR 吉都線の未来に向けて」というテー
マでパネルディスカッションが行われました。

1/30

えびのの魅力に触れる

サンマリノ共和国領主市長表敬訪問

　「九州�きりしま�えびの�地方創生特命大使」
である藤山邦子氏を通じて、サンマリノ共和国
領主のステファノ・バレンティーニ氏が市長を
訪れました。ステファノ氏は、市長と、翻訳機
を使ってサンマリノ共和国やえびの市のことに
ついて、会話を楽しみました。
　また、市内の温泉や新鮮な食材などのえびの
の魅力に触れ、「温泉がとても良く、えびの米
もおいしいです」と話していました。

1/28

愉快な祭りで厄払い

餅勧進

　市内各地で「餅勧進」が行われました。これは、
厄年にあたる男女が行う厄払いの行事で、無病
息災・家内安全を祈願する愉快な伝統奇祭です。
　餅勧進を行った人は、仮装をし、友人や知人
の家を回り、音楽に合わせて家の中で踊りなが
ら厄を払いました。
　餅勧進に参加した大野修さんは、「協力して
いただいた皆さんのおかげで友人たちと一緒に
厄を払うことができました」と話していました。

1/14
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「
金
メ
ダ
ル
が
取
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
う
れ
し
か
っ

た
で
す
」
と
話
す
の
は
、
坂
元
裕
二
郎
さ
ん

で
す
。
坂
元
さ
ん
は
、
２
０
１
９
年
8
月
22

日
か
ら
27
日
に
ロ
シ
ア
連
邦
カ
ザ
ン
で
行
わ

れ
た
第
45
回
技
能
五
輪
国
際
大
会
の
産
業
機

械
組
み
立
て
職
種
で
見
事
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
ま
し
た
。
技
能
五
輪
大
会
は
、
も
の
づ
く

り
の
五
輪
大
会
で
22
歳
以
下
の
人
た
ち
で
技

術
を
競
い
ま
す
。
坂
元
さ
ん
は
、
２
０
１
８

年
の
国
内
大
会
の
機
械
組
み
立
て
職
種
で
優

勝
し
、国
際
大
会
へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

　

高
校
進
学
の
と
き
は
悩
ん
だ
と
い
い
ま

す
。「
も
の
づ
く
り
が
楽
し
く
て
、
大
好
き

で
し
た
。
友
人
と
一
緒
に
地
元
の
高
校
と
か

高
専
と
か
悩
み
ま
し
た
。
そ
の
時
、
父
の
愛

知
に
も
あ
る
ぞ
と
い
う
言
葉
で
デ
ン
ソ
ー
工

業
学
園
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

幼
い
頃
か
ら
負
け
ず
嫌
い
で
、
何
か
で
一

番
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
坂
元
さ
ん
。

「
学
園
の
技
能
五
輪
の
選
手
を
見
て
か
っ
こ

い
い
と
思
っ
た
の
で
、
技
能
五
輪
選
手
を
目

指
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。
3
年
間
ヤ
ス

リ
が
け
を
続
け
た
そ
う
で
す
。「
金
属
を
ヤ

ス
リ
だ
け
で
切
る
の
は
相
当
な
力
も
い
り
ま

す
し
、
大
変
な
作
業
で
す
。
で
も
勝
つ
た
め

に
練
習
し
ま
し
た
。
大
き
な
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
努
力
し
ま
し
た
」

　

現
在
は
、
技
能
五
輪
を
目
指
す
後
輩
の
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
私
が
周
囲
の
人
に

支
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
後
輩
の
力
に
な

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
の

づ
く
り
の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て

い
く
活
動
も
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

ものづくりの
楽しさを伝えたい

坂
元
裕
二
郎
さ
ん

Profile

さかもとゆうじろう／東
内竪／ 22 歳／趣味：ス
ポーツ、音楽鑑賞

（短歌）竹下妙子さん☎�37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（田中虎夫さん）☎�33 ｰ 2959まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

二
日
市
露
店
の
数
は
多
け
れ
ど

不
況
の
風
は
頰
に
冷
た
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
元
幸
子

　
二
月
の
風
は
ま
だ
寒
い
。し
か
し
人
は
空
の
明
る
さ
に
春
を
感
じ
る
。節
分
、
立
春
と
な
り
、

え
び
の
市
で
は
、
伝
統
の
二
日
市
が
来
る
。作
者
は
昔
と
比
較
し
て
人
口
も
少
な
く
世
情
も
厳
し

い
の
を
心
か
ら
痛
感
し
た
詠
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
）�

短
歌初

場
所
や
一
途
と
い
ふ
は
う
つ
く
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
原
伊
津
子

　
令
和
と
し
て
初
め
て
迎
え
る
初
場
所
に
は
、
特
別
な
も
の
を
感
じ
ま
す
。力
士
た
ち
の
姿
も
美

し
い
し
国
技
館
も
い
つ
に
な
く
華
や
い
で
見
え
ま
し
た
。横
綱
不
在
の
場
所
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
若
い
力
士
の
台
頭
、
平
幕
の
優
勝
な
ど
連
日
、
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
　
　（
自
註
）

俳
句詩詩趣

を
変
え
て
飲
め
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
幸
一

多
分
焼
酎
好
き
で
あ
っ
た

曾
祖
父
　
祖
父
　
父
も

飲
ん
だ
で
あ
ろ
う
　
焼
酎
を
飲
む

一
升
瓶
か
ら
コ
ッ
プ
に
で
は
な
く

銚
子
に
先
ず
　
お
湯
　
焼
酎
を
入
れ

盃
へ
と
　
一
手
間
工
夫
し

チ
ョ
ビ
チ
ョ
ビ
　
グ
イ
ッ
と
飲
む

趣
を
　
変
え
る
だ
け
で
　
酔
い
が

違
う
感
じ
が
す
る

何
が
　
そ
う
さ
せ
る
の
か

焼
酎
の
　
魔
力
も
拝
借
し

今
宵
も
　
ホ
ロ
リ
と
酔
う

みずとはなんじゃ？

かこさとし／作
鈴木まもる／絵
（小峰書店）

おすすめの一冊

えびの市民図書館
☎35-0242  https://ebino-city-lib.jp/

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　
　　　　　　　日曜日・祝日／午前9時～午後5時�
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

ますます心とカラダを整える
おとなのための1分音読

山口謠司／著
（自由国民社）

◎お知らせ

■文化の杜の春まつり
家族皆さんで楽しめるイベントです。ぜひ、お越しください。
●開催日＝3月8日（日）
●場所＝市民図書館・市歴史民俗資料館・市文化センター
【市民図書館】
●時間＝午前10時～午後4時
○ブックリサイクル（ホール付近）
○ブックランド号と子どもの広場（東側通路）
○上映会「おしりたんてい3」（学習室）（午前10時～午前11
時）
○牛乳パックを使った紙トンボ作り（館内）
○えびの検定Part.3�※先着60人にプレゼントあり（館内）
○図書館HAPPY�BOOKS�※限定10セット（館内）
○調べる学習表彰式（正午～午後0時30分）
○物販
【市歴史民俗資料館】
●時間＝午前9時～午後5時
○ひなまつり作品展示�※市内の幼稚園・保育園の作品
【市文化センター】
●時間＝午前10時～、午後2時～
○スライム作り�※要予約

3月 時間
飯野駅前地区体育館→飯
野出張所 4日（水）、17 日（火）14：05 ～ 15：15

麓橋団地→大平職員宿舎
→自衛隊官舎 6日（金）、19 日（木）14：50 ～ 16：30

岡元小学校→市立病院→
さくら苑 11 日（水） 13：15 ～ 15：15

プラッセだいわ→真幸地
区体育館→老人福祉セン
ター

12 日（木） 14：05 ～ 16：30

飯野地区コミュニティ　
センター 13 日（金） 14：05 ～ 14：30

◎ブックランド号
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3
月
9
日
は
脈
の
日
で
す
。皆
さ
ん
、

脈
は
リ
ズ
ム
よ
く
打
っ
て
い
ま
す
か
？

え
び
の
市
の
死
亡
原
因
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
不
整
脈
や
伝
導
障
害
（
心
臓

は
弱
い
電
気
で
動
い
て
お
り
、
そ
の
電

気
の
障
害
）
に
よ
る
死
亡
率
が
、
宮
崎

県
と
比
較
し
約
2
倍
、
全
国
と
比
較
し
、

約
4
か
ら
5
倍
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

不
整
脈
に
は
危
険
な
不
整
脈
と
問
題

の
な
い
不
整
脈
が
あ
り
ま
す
。問
題
の

あ
る
不
整
脈
の
１
つ
に
心
房
細
動
（
通

常
1
分
間
に
70
回
位
の
脈
拍
が
3
0
0

梗
塞
に
な
る
の
を
予
防
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

心
房
細
動
は
、
脈
拍
の
自
己
測
定
や

心
電
図
検
査
に
よ
り
、
早
期
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。市
が
実
施
し
て
い

る
特
定
健
康
診
査
で
は
全
員
心
電
図
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
特
定
健
診
は
終
了
し

て
い
ま
す
が
、
令
和
2
年
度
は
6
月
か

ら
開
始
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　　

　
文
：
市
健
康
保
険
課 

徳
丸
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

特
定
健
診
で
心
房
細
動
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う

か
ら
5
0
0
回
位
脈
を
打
つ
不
整
脈
）

が
あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
、
危
険
か
と
い
う
と
心
臓
に
で

き
た
血
の
塊
（
血
栓
）
が
、
心
臓
か
ら

運
ば
れ
て
脳
や
首
の
大
き
な
動
脈
に
詰

ま
る
こ
と
に
よ
り
、
脳
梗
塞
な
ど
を
引

き
起
こ
し
、
突
然
、
寝
た
き
り
や
認
知

症
な
ど
の
重
い
後
遺
症
が
残
っ
た
り
、

最
悪
の
場
合
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
た
だ
、
適
切
な

治
療
（
血
栓
を
溶
か
す
薬
を
飲
む
）
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
6
割
以
上
は
脳

し
た
。
依
然
と
し
て
政
治
・
経
済
の
分

野
の
格
差
が
大
き
い
よ
う
で
す
。

　

市
で
は
、「
第
3
次
え
び
の
市
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
」
の
重
点
目
標
の

一
つ
に
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女

性
の
参
画
拡
大
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

女
性
の
参
画
は
不
十
分
な
状
況
で
す
。

　
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
関
す
る
方

針
を
決
め
る
場
面
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
の
人
が
意
思
を
表
明
で
き
、
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
え
び
の
市
を
つ
く
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

S
D
G
s
と
男
女
共
同
参
画

　

最
近
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー

ズ
）
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
せ

ん
か
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

と
は
、
２
０
１
５
年
9
月
に
国
連
サ

ミ
ッ
ト
で
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
２

０
年
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
に
記
載
さ
れ
た
世

界
共
通
の
目
標
で
す
。

　

２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
る
17
の

目
標
と
、
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら

構
成
さ
れ
、
地
球
上
の
「
誰
一
人
、
取

り
残
さ
な
い
」
こ
と
を
理
念
と
し
て
、

世
界
中
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
の
一
つ
に
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
男
女
が
平
等
で
、

女
性
や
女
児
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

昨
年
12
月
に
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
各
国
の
男
女
格
差
を
測
る
２
０
１

９
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
を
発
表

し
ま
し
た
。日
本
は
１
５
３
カ
国
中
１

２
１
位
と
過
去
最
低
の
結
果
と
な
り
ま

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件� 本年累計 195件

活用ください「＃ 8080」

ヒートショックにご注意！

ヒートショックとは、暖かい場所から寒い場所へ
移動することで発症し、急激な温度変化により

血圧が大きく変化することが原因で起こる健康障害
です。
　特に失神、脳梗塞、心筋梗塞、不整脈などが引き
起こされ、浴室で起こると転倒の危険や湯船で溺れ
るなど命に関わる場合もあります。
　次のことに気を付けましょう。
・外気温が比較的高い日没前に入浴する
・食事後 1時間以内また、飲酒時の入浴を控える
・入浴前後に水分を補給する
・部屋間の温度差をなくす

高齢運転者、病気や障がいのある人など運転
に不安を覚える人またはその家族からの

相談を全国統一の電話番号で受け付けています。
○安全運転相談ダイヤル
【電話番号】＃8080
【受付時間】午前8時30分～午後5時15分（平日）
【相談内容】
・病気について
・身体障がいについて
・免許の自主返納について
・高齢者向けの安全運転について
・運転が危ぶまれる高齢者について　など
ぜひ、ご活用ください。

1月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 1件 年 計 1件
救 急 78件� 年 計 78件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

1月の交通事故発生状況
人 身 0件 本年累計 0件
物 件 28件� 本年累計 28件

　

市
で
は
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
1

人
暮
ら
し
で
病
弱
な
人
、
1
人
暮
ら
し

で
外
出
が
困
難
な
重
度
身
体
障
が
い
の

あ
る
人
、
75
歳
以
上
の
夫
婦
世
帯
で
ど

ち
ら
か
一
方
が
寝
た
き
り
状
態
ま
た
は

病
弱
で
あ
る
人
な
ど
が
、
日
常
生
活
に

お
け
る
不
安
を
解
消
し
自
宅
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
自
宅

に
設
置
し
て
い
る
固
定
電
話
の
電
話
回

線
を
利
用
し
ま
す
。親
機
と
小
型
ペ
ン

ダ
ン
ト
に
押
し
ボ
タ
ン
が
あ
り
、
緊
急

時
に
そ
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
24
時
間

対
応
し
て
い
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
つ

な
が
り
ま
す
。看
護
師
等
の
職
員
が
相

談
対
応
を
行
い
、
症
状
へ
の
対
応
方
法

の
伝
達
、
救
急
車
の
出
動
要
請
、
協
力

員
へ
の
連
絡
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

月
1
回
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
生
活

状
態
や
体
調
に
変
化
が
な
か
っ
た
か
な

ど
を
確
認
す
る
電
話
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
貸
与
を
希
望

す
る
人
や
説
明
を
聞
き
た
い
人
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
最
寄
り
の
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
1
1
1
2
（
課
直
通
）

東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
2
3
7
7

南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
25
‐
3
2
2
2

中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
2
8
0
0

西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
3
0
8
5

　
文
：
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

A r e a  c o m r e h e n s i v e  s u p p o r t

「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」で
安
心
な
暮
ら
し
を

あんしんねっと
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お 知 ら せ

第3回八幡丘公園再整備を考える市
民ワークショップ
　市では、八幡丘公園の再整備に伴い、市民の皆さんの
意見や要望をできるだけ多く取り入れるため、市民ワー
クショップを開催してきました。今後、これまでに収集
した意見や要望などをもとに、宮崎大学と共同で八幡丘
公園再整備基本構想（案）を作成することとしています。
　報告会として、第3回市民ワークショップを開催しま
す。ぜひ、ご参加ください。
【日時】3月26日（木）午後5時～午後7時
【場所】飯野地区コミュニティセンター
【内容】八幡丘公園再整備基本構想の報告および意見交
換�※ワークショップ後に交流会を予定しています。
【申込方法】市観光商工課観光係に電話でお申し込みく
ださい。�※第1回、第2回に不参加の人でも参加できます。
申・問市観光商工課 観光係
☎35-1114（直通）

「オレンジカフェよかとこ」に参加し
ませんか
　市では、認知症や介護等についての不安や悩みなどを
気軽に相談し合える集いの場「オレンジカフェよかとこ」
を定期的に開催しています。認知症予防につながる脳い
きいき体操や催し物等も行っています。「いろんな人と
おしゃべりを楽しみたい」など関心がある人は子どもか
ら大人までどなたでも参加できます。いつもと違う環境
の中で新しい刺激を受けて気分転換してみませんか。
【開催日】3月18日（水）
【時間】午前9時30分～午前11時30分（途中入退出は自由
です）
【場所】市国際交流センター　ダイニングホール
【内容】「本人座談会」視聴会～認知症の当事者の気持ち
を聴いて、自分自身の「認知症観」を考えてみましょう
～
【参加費】1人100円（飲み物・お菓子代として）
【対象】認知症と診断された人や認知症のような症状が
ある人（診断の有無は問いません）または介護者、内容
に関心のある人
【申込方法】当日参加もできますが、可能な限り開催前日

までに、市地域包括支援センターに電話でお申し込みく
ださい。
申・問市介護保険課 地域包括支援センター（担当：黒川）
☎35-1112（課直通）

九州脊梁山地シカ広域一斉捕獲が
行われます
　えびの市を含む宮崎・鹿児島・熊本・大分・福岡県の5県
および各市町村合同で春期のシカ一斉捕獲を実施します。
期間等は以下のとおりです。
　期間中の入山等については十分ご注意ください。市民
の皆さんのご協力をお願いします。
【一斉捕獲期間】3月22日（日）～ 29日（日）
【一斉捕獲日】①3月22日（日）　②3月29日（日）
問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

インフルエンザ・新型コロナウイルス
の感染症予防を
　県内でインフルエンザが流行しています。インフルエ
ンザは、子どもや高齢者では重症化することがあります。
　また、中華人民共和国湖北省武漢市で、昨年12月以降、
新型コロナウイルス関連肺炎の発生が複数報告されてい
ます。
　風邪や季節性インフルエンザ対策と同様に、一人一人
がせきエチケットや手洗いなどの感染症予防に努めてく
ださい。
　なお、新型コロナウイルスの感染が疑われる場合の相
談窓口は小林保健所になります。
問小林保健所
☎23-3118
問市健康保険課 市民健康係
☎35-1116（直通）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
昭
和
45
年
か
ら
48
年
ま
で
の
広
報

紙
の
記
事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

恨
み
の
山
津
波

　

7
月
6
日
、
西
内
竪
地
区
に
山
津
波
が
発
生
。
お

よ
そ
30
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
土
砂
を
流
出
し
、
住
家

28
棟
、
非
住
家
29
棟
を
押
し
流
し
、
死
者
、
行
方
不

明
者
、
負
傷
者
合
わ
せ
て
9
人
を
出
し
ま
し
た
。
6

月
上
旬
か
ら
降
り
始
め
た
梅
雨
は
、
市
内
全
域
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
47
年
8
月
号
掲
載
）

第
24
回
全
国
植
樹
祭

　

４
月
8
日
、
昭
和
天
皇
、
香
淳
皇
后
を
迎
え
、

小
林
市
の
夷
守
台
で
第
24
回
全
国
植
樹
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
7
日
に
は
、
え
び
の
高
原
ホ
テ
ル
の

前
で
、
約
１
０
０
人
の
え
び
の
市
老
人
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
が
お
出
迎
え
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
48
年
4
月
号
掲
載
）

え
び
の
市
ス
タ
ー
ト

　

新
市
の
開
庁
式
は
12
月
1
日
午
前
10
時
か

ら
加
久
藤
中
学
校
体
育
館
で
、
知
事
な
ど

３
０
０
人
が
列
席
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
で
は
、万
歳
三
唱
で
新
市
の
発
足
を

祝
い
ま
し
た
。
え
び
の
市
は
、昭
和
41
年
11
月

3
日
に
、
三
町
が
合
併
し
て
え
び
の
町
と
な

り
、昭
和
45
年
12
月
1
日
市
制
施
行
と
な
り
ま

し
た
。

（
昭
和
45
年
12
月
号
掲
載
）

広報紙で
振り返るえびの市50年のあゆみ
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夜に1時間ほど歩いていますが、オリオン座のベテル
ギウスが以前より暗いような気がします。よかった

ら夜空を眺めてみませんか。（東）

今年の京町二日市は、2日間とも快晴で暖かく、たく
さんの人でにぎわっていました。会場にはどれを買

おうか選びきれないほどの露店の数々…。ついつい買い
過ぎてしまいました。（久保田）

人　口 18,028人（前月比-34人）

男性／ 8,533人（-21人）　女性／ 9,495人（-13人）

転入／ 24人　転出／ 30人
出生／ 8人　死亡／ 36人

世帯数 8,377世帯（前月比-15世帯）
（令和2年2月1日現在）

E
d
ito

r's

【勤務時間】午前9時～午後5時�※場合によっては時間外、
土日・祝日の勤務あり
【勤務場所】市財産管理課
【申込期限】3月19日（木）午後5時まで
申・問市財産管理課 管財係
☎35-1120（課直通）

■庁舎電話交換業務
【募集人員】1人
【業務内容】庁舎の電話交換業務
【報酬】5,957円～ 6,429円（日額）※通勤・期末手当あり
【勤務時間】交代制
・午前8時30分～午後3時30分（月曜～金曜�※祝日・年末
年始を除く）
・午前10時15分～午後5時15分（月曜～金曜�※祝日・年末
年始を除く）
【勤務場所】市財産管理課
【申込期限】3月19日（木）午後5時まで
申・問市財産管理課 管財係
☎35-1120（課直通）

■えびの市自衛防疫推進協議会事務、内水面事務等
【募集人数】1人
【業務内容】えびの市自衛防疫推進協議会事務、内水面事
務等
【適任要件】パソコン（ワード・エクセル）ができる人
【報酬】5,552 ～ 5,902円（日額）※通勤・期末手当あり
【勤務時間】午前9時～午後4時（月曜～金曜�※祝日・年末
年始を除く）
【勤務場所】市畜産農政課
【申込み期限】3月16日（月）午後5時まで
【面接日】3月18日（水）
申・問市畜産農政課 畜産振興室

☎35-3744（課直通）

◎共通事項
【雇用期間】4月1日～令和3年3月31日
【保険等】社会保険・雇用保険あり
【申込方法】市様式の履歴書を各担当課に直接、または郵
送（申込期限日まで必着）で提出してください。※市様
式の履歴書は各担当課にあります。
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）および面接�※面
接日時については、後日申込者に連絡します。

ワンストップ相談会を開催します

　法律・経済・こころ・福祉などに関する相談窓口を1カ
所に設け、県民の悩みに関する相談に専門機関の相談員
が対応します。
【対象】宮崎県在住の人
【開催日】3月14日（土）
【時間】午前10時30分～午後4時
［受付終了］午後3時30分
【場所】ハローワークプラザ宮崎（宮崎市大塚町西1丁目
1-39）
【専門機関一覧】宮崎県弁護士会、宮崎県司法書士会、宮
崎県看護協会、宮崎県公認心理師・臨床心理士会、宮崎県
精神保健福祉士協会、宮崎県自殺防止センター、宮崎公
共職業安定所（ハローワーク宮崎）
【相談料】無料
【その他】事前申し込みは不要です。
問宮崎県福祉保健課 地域福祉保健・自殺対策担当
☎0985-26-7075

◎今月の 表 紙
2 月1 日、2 日に行われた京町二日
市。南九州最大といわれる買い物
市です。今年は天候に恵まれ、約15
万人が訪れ、バナナのたたき売り
も多くの人でにぎわっていました。

会計年度任用職員を募集します

　市では、次のような業務の会計年度任用職員を募集し
ます。
■一般事務（市民環境課窓口）
【募集人員】若干名
【業務内容】①戸籍、住民票交付業務等（市民年金係）
②犬の登録、庁舎案内等（生活環境係）
【適任要件】パソコン（ワード・エクセル）ができる人
【報酬】5,783�～�6,148円（日額）※通勤・期末手当あり
【勤務時間】午前9時～午後4時15分（月曜～金曜�※祝日・
年末年始を除く）※時期によっては時間外勤務あり
【勤務場所】市民環境課
【申込期限】3月13日（金）午後5時まで
申・問①市民環境課 市民年金係
☎35-1117（直通）
申・問②市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）

■白鳥地区畑地かんがい事業に伴う出土品整理業務
【募集人員】2人
【業務内容】白鳥地区畑地かんがい事業に伴う出土品の
整理業務
【適任要件】文化財等に興味があり、精密な作業ができる
人
【報酬】5,783円～ 6,148円（日額）※通勤・期末手当あり
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分の内6時間15分
（月曜～金曜�※祝日・年末年始を除く）
【勤務場所】市歴史民俗資料館
【申込期限】3月10日（火）午後5時まで
申・問市社会教育課 文化係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

■基地対策事務
【募集人員】1人
【業務内容】自衛隊訓練時の連絡調整、自衛隊関係団体と
の連絡調整や会議開催等に関する業務、基地対策全般に
おける業務補助
【報酬】5,783円～ 6,148円（日額）※通勤・期末手当あり
【勤務時間】午前9時～午後4時15分（月曜～金曜）※場合
によっては土・日、祝日の勤務あり
【勤務場所】市基地・防災対策課
【申込期限】3月6日（金）午後5時まで
申・問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（直通）

■防災専門員
【募集人員】1人
【業務内容】自主防災組織の活動支援業務、避難訓練等の
企画立案支援業務、災害発生時の災害対策本部支援業務、
市地域防災計画書等の見直し業務
【報酬】11,082円～ 11,528円（日額）※通勤・期末手当あ
り
【勤務時間】午前9時～午後4時（月曜～金曜）※場合に
よっては土・日、祝日の勤務あり
【勤務場所】市基地・防災対策課
【申込期限】3月6日（金）午後5時まで
申・問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（直通）

■マイクロバス運転業務
【募集人員】1人
【業務内容】マイクロバスの運転業務
【資格要件】中型自動車運転免許（8トン限定は不可）も
しくは大型自動車運転免許
【報酬】7,612円～ 8,266円（日額）※通勤・期末手当あり

今月の納税

固定資産税 第4期
国民健康保険税 第8期
後期高齢者医療保険料 第8期
介護保険料 第6期
3月2日（月）までに納めましょう。
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2
月
も
下
旬
に
な
る
と
、
日
中
は

徐
々
に
暖
か
い
日
が
増
え
て

き
ま
す
。
朝
晩
の
厳
し
い
寒
さ
か
ら
解

放
さ
れ
た
ポ
カ
ポ
カ
し
た
と
て
も
心
地

よ
い
時
間
で
す
。

　

そ
ん
な
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
に
つ
ら
れ
て

活
動
す
る
の
は
人
間
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
多
く
の
野
鳥
た
ち
も
こ
こ
ぞ
と

ば
か
り
に
活
発
に
な
り
ま
す
。
え
び
の

高
原
の
ア
カ
マ
ツ
や
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
の
木

の
頂
点
に
は
胸
を
張
っ
て
盛
ん
に
さ
え

ず
る
ホ
オ
ジ
ロ
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

目
立
つ
場
所
を
選
び
さ
え
ず
る
た
め
、

え
び
の
高
原
で
最
も
観
察
し
や
す
い
野

鳥
と
言
え
ま
す
。

　

茶
色
い
体
色
は
ス
ズ
メ
の
よ
う
で
す

が
、
尾
羽
が
長
く
、
顔
の
頬
が
白
い
こ

と
で
見
分
け
が
つ
き
ま
す
。
ま
た
、
頬

が
白
い
こ
と
が
名
前
の「
頬
白
」と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

　

秋
か
ら
冬
の
間
は
数
羽
の
群
れ
で
地

表
に
落
ち
て
い
る
種
子
な
ど
を
つ
い
ば

ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
暖
か

く
な
る
と
オ
ス
は
盛
ん
に
さ
え
ず
り
を

開
始
し
ま
す
。
え
び
の
高
原
で
は
、
美

し
い
歌
声
で
春
を
運
ん
で
く
れ
る
大
切

な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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タ
ー
）
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